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取扱説明翼Ｈ

品質保証書付

こ使用の前に必すこの取扱説明書をよくお読

みのうえ、正しくお使しヽください。

■本書|よ大切に保管してくださしヽ。

■取り|よすしてある部品|よ、本書をよく読ん

で正しく取り付けてくださしヽ。

■本品を他のお客様にお譲りになるときは、

必す本書もあわせてお渡しください。

固 蒲訓 月詞
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ご使用の前に 亀キ.才=

0こ の製品は、一般家庭で乳幼児を乗せ、外気浴、日光浴、買い物などに使用するための1人乗り

乳母車(ベビーカー)です。

●望ましい連続使用時間 :2時 間以内 (ただし、フヵ月以上を対象にした座位使用時は1時間以内)

●使用できるお子さまの年齢 :生後 lヵ月※以上24ヵ 月以内 い子さまの発育によリイ国人差カミあります)

※生後]力月とは、出生時に体重2.5kg以上かつ在胎週数3フ週以上を満たし、lヵ月経過した乳児を示します。

●組み立てる前に、33ページ「品質保証書」に次の項目を記入してください。

①ロットNo。(後脚後側に貼つてあるシールに記載されています。)

②お客様のお名前・ご住所。電話番号

③販売店名

開封されましたら告部品がそろつているかご確認ください。

箱の中には次のものが入つてしヽます。箱を開けたらすべてそろつてしヽることを確認してくださしヽ。

●ココットコンパクトW本 体

以下の部品は、本体に取り付けられています。

・ショ,レダーストラップ

●幌

●サポートクッション(ヘッドサポート)

●エッグショックαブヾッド(BU―フ20)

(BU-6201よ、エッグショックパッド)

●取扱説明書(本書)

BU‐フ20の み、以下の

部品が付属しています。

股ベルトカパー

サポートクッション
(ボディーサ7fi―卜)

※ヘッドサポートに取り付け
られてしヽます。

ショ,レダーストラップ ココットコンパクトW本 体 取扱説明書(本書)

サポートクッション
(ヘッドサポート)

⑨ □
エッグショック エ ッグショック
αブ《ッド     メ ッヾド
(BU‐フ20)  (BU‐ 620)
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安全にご使用いただくために

●製品を使用する上でご理解いただきたい警告

および注意事項を記載しています。製品を正

しく安全にお使いいただき、危害や損害を未

然に防止するためのものです。

ここに記載した内容を無視した場合、お子さ

まおよび保護者のかたが重大な損害を被るお

それがあります。よくお読みの上、製品をこ

使用ください。

●ここに表示した注意事項は、取り扱いを誤る

と、こ使用者およびお子さまへの危書が発生

したり、物的損害の発生が予想される事項を

危書 ・損害の大きさ、切迫度により「警告」・

「注意」の2つに区分して示してあります。

安全のため必すお守りください。

表示 表示の内容

△警告
誤つた取り扱いをすると、人が死亡また

は重傷を負う可能性があります。

△注意
誤つた取り扱いをすると、人が傷書を

負つたり、物的損害の可台旨性があります。 は
じ
め
に

●お守りいただく内容の種類を次の表示で区分し説

明しています。

△
警告/注意を促す内容があることを告|ザる

ものです。

X 禁止行為であることを告|ザるものです。

ミ  1補 足説明

△警告 1取 り扱いを誤ると重大な事故につながるおそれがあります。

乳幼児が落ちたリベビーカーが折りたたまれるおそれがあります。

0開 閉ロックが確実にかかつていること

(ベビーカーが完全に開いた状態であるか)を確認し

てから使用してください。

●階段、エスカレーター、

段差のあるところ、ま

た、砂場、砂浜、河原、

ぬかるみなどの悪路では

使用しないでください。

●乳幼児を乗せたまま、フ

ロン トガー ドを持つなど

してベビーカーを持ち上

げないでください。手が

すべ つた り、フロン ト

ガー ドがはすれたりする

おそれがあります。

●破損や異常が発生した場

合は、必す修理を受けて

くだ さ い 。 当 社 コ ン

シューマープラザにご連

絡ください。

●ロックがかかつている

開閉ロック

ロックが下がつ

き間がない。

●ロックがかかつていない

開閉ロックが上がつ

てすき間がある。

0 コ
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△警告 1取り扱いを誤ると重大な事故につながるおそれがあります。

字L幼児が落ちるおそれがあります。

●股ベルト・腰ベルト・肩ベ

ル トを必す締めて使用し

てください。

●乳幼児は思わぬ動作をし

ますので、シー トベル ト

を締めていても立ち上が

るおそれがあります。目

を離さす、十分注意して

こ使用ください。

●字L幼児をベビーカーの中

で立たせないでください。

ベビーカーが転倒して平L幼児が
落ちるおそれがあります。

●乳幼児を乗せていると

き、カゴ以外の所に荷物

を乗せたり、つるした

りしないでください。

●ベビーカーに同時に2人

以上の乳幼児を乗せた

り、字L幼児を着脱シート

以外の所に乗せないでく

ださい。また、幼児を乗

せることを目的とした

ボー ドなどは取り付けな

いでください。

0こ 使用中に八ンドルによ

りかかつたり、荷物をつ

るすなど八ンドルヘの過

度の荷重はかけないでく

ださい。     (r

X

ベビーカーが動き出したり
転任Jするおそれがあります。

●ストッパーを過信しない

でください。

ストッパーをかけていて

も、動き出したり転倒す

るおそれがあります。

●乳幼児を乗せたまま、ベ

●ベビーカーは空車であつ

ても坂の途中、車道に近

い歩道上など危険な場所

に放置しないでください。

0コ
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△注意 1取 り扱いを誤ると傷書を負つたり、

●乳幼児を乗せる以外の目的で使用しないでください。

目的外の使用で|よ破損などのおそれがあります。

●着脱シー トを取りはすしたまま乳幼児を乗せない

でください。

すき間に手や足などをはさむおそれがあります。

●お子さまにベビーカーを操作させないでください。

転倒や思わぬ事故につながります。

●ベビーカーの開閉やリクライエング操作時には、他

人や小さいお子さまを近づけすに行つてください。

指をはさんだりするおそれがあります。

●乳幼児の乗車時はもちろん空車であつてもフロン

トガー ドを持つて持ち運ばないでください。

ベビーカーが急に折りたたまれたり、フロントガー

ドがはすれたり、手がすべつて落下するおそれが

あります。

0フ ロントガー ドを引つぱつて使用したり、な、りま

わしたりしないでください。

破損のおそれがあります。

●フロントガー ドには過度の力を加えないでくださ

い。また必要以上に広げたりしないでください。

●乳幼児を乗せたとき、シー トベル トがバックルに

装着され、ベル トにゆるみがないことを確認して

ください。乳幼児が抜け出したり、落下するおそ

れがあります。

●乳幼児がアームレス トに手をかけたままAン ドル

を切り替えますと、手や指をはさむおそれがあり

ます。必す手をかけていないことを確認してくだ

さい。

●お座りができない乳幼児の場合は、リクライエン

グを倒した状態でこ使用ください。

● リクライエングを一番倒した状態でも乳幼児が窮

屈な場合は、リクライエングを中間位置まで起こ

してこ使用ください。ただし、この使用方法は寄

りかかつてお座りができる乳幼児に限ります。

●乳幼児の頭がヘッドレス トに当たる場合は、リク

ライエングを一番倒した状態で使用しないでくだ

さい。

●ベビーカーに大人が腰かけたり、過度の荷重を加

えないでください。

破損、故障の原因となります。

●ベビーカーを押すときは走らないでください。

走るとキャスターの動きが悪くなつたり、転lalなど

の事故につながるおそれがあります。

●ベビーカー本体にはお子さまを乗せることを目的

としたボー ドなどは取り付けないでください。

破損の原因となります。

●買い物カゴには5kg以 上の荷物を入れないでくだ

さい。

破損の原因となります。

●八ンドルの高さ調節は、ベビーカーを3面折りにし

た状態で行つてください。

ベビーカーが破損するおそれがあります。

車体を開しヽた状態で行うと、折りたたみレバーが故

障するおそれがあります。また、折りたたみレバー

が幌にあたり、幌が変形するおそれがあります。

●八ンドルの高さを調節したときは、必す『カチッ』と

いう音がしてロックがかかっていることを確認して

ください。

確実にロックされてしヽなしヽと、不意に八ンドルの高

さが変わるおそれがあります。

●踏切を渡るときは、線路の活に車輪を取られたり、

挟まないように、溝の部分は前輪を浮かせて進んで

ください。

●雪が積もつているところや凍結したところなど、す

べりやすい路面では使用しないでください。
ベビーカーだけでなく保護者も転倒するおそれがあ

ります。

●風の強いときには使用しないでください。

勝手に動き出したり、転倒するおそれがあります。

●雷のときは使用しないでください。

落雷のおそれがあります。

●夏季の晴天日中などは、路面の影響によリベビー

カー内の温度が高くなるため、長時間の使用は避け

てください。

●火の近くや高温になる場所での放置、保管は避けて

ください。

故障や変形の原因となります。

●ベビーカー本体の上に荷物などを重ねたり、圧力が

加わるような状態で保管しないでください。

故障や変形の原因となります。

●危険ですから、むやみに改造、分解をしないでくだ

さい。

0こ 使用の前に、ネジやナットなどにゆるみがないか

確認してください。

ゆるみがある場合は使用せす、必す当社コンシュー

マープラザにこ連絡くださしヽ。重大な事故につなが

るおそれがあります。

●長時間の使用禁止

長時間連続してのこ使用は、お子さまの負担となり

ます。寝かせた姿勢では2時間以内、座らせた姿勢

では1時間以内で休憩をとるなどしてくださしヽ。

●バスの中では使用しないでください。

本製品は、バスの中で使用することを目的として設

計されたもので|よありません。本製品をバスの中で

使用すると、カーブや急ブレーキなどで転倒や思わ

ぬ事故につながります。

●電車の中での使用について

本製品は電車の中で使用することを目的として設計

されたものではありません。お客様の責任により、

本製品を電車の中で使用するときは、カーブや急ブ

レーキなどで転任」するなどのおそれがありますの

で、必すストッパーをかけて、十分注意してこ使用

くださしヽ。

は
じ
め
に
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告部のなまえ

は
じ
め
に

取りはすしてある部品は本文をよく読んで正しく取り付けてください。

〔子元操作部〕

手元回ック
スライダー

折りたたみレパー

八ンドルグリップ ヘッドレスト
(ムービングヘッドガード)

コンパクトレパー

着脱シート

アームレスト

ガードボタン

(内側・外側2ヵ所)

ガードカバー

フロントガード

足のせバー

買い物カゴ

ステップ

キャスター

ロックレノヾ一

ストッパー

(左右)

リクライエング
ノミック)レ

リクライエング
ベルト

エアースルー

システム

(通気窓)
エアースルー

カバー

トップウィンドー

(幌窓)

窓カバー

エアースルー

システム (通気窓

(BU‐フ20の み)

●サポートクッション

ヘッドサポート

ボディーサポート
(BU―ア20の み)

【シート中央部〕

肩ベルト通し穴
シートベルト
(肩ベルト)

差し込み     シ ートベルト
パックル     (腰 ベルト)

シートベルト  ノ ッヾクル

(股ベルト)

●股ベルトカバー

(BU-720の み)

八ンドル
ロック

開閉ロック

〔背もたれ部〕

ショルダーストラップ
ベルト通し(左右) 自立スタンド

ホック(左右)

0コ
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ベビーカーの開きかた

・使用する前に、開閉ロックがかかっていることを必

す確認してください。急に折りたたまれるおそれが

あります。(右図参照)
。手元ロックスライダーを必す回ックして使用してく

ださい。無意識に折りたたみレパーを握つたときな

ど、急に折りたたまれるおそれがあります。
・ショルダーストラップは、ベビーカーを使用すると

きには、必す買い物カゴに収納してください。障害

物などに引つかかつて転倒するおそれがあります。

●ロックされている
(走行のとき)

●ロックが解除されている
(折りたたむとき)

△
警
告

開閉ロックが

下がつてすき

間がない。

開閉ロックが

上がつてすき

間がある。

△
注
意

・ベビーカーを開くときは他の人に触らせないでください。手をはさむ原因となります。

・お子さまにベビーカーを操作させないでください。転倒や思わぬ事故につながるおそれがあります。

・目立スタンドに無理な力を加えたり、持ち運びの際、8 つヽけたり引きすつたりしないでください。変形や、破損

のおそれがあります。
・ベビーカーを持ち上げた状態で、折りたたみレパ

ーを握リロックを解除すると、破損のおそれがあります。

本ベビーカーは、3段階に折りたたむことができます。

梱包されている状態を3面折リコンパクト、手順2の状態を3面折り、手順3の状態を2面折りとい

います。

両手で左右のコンパクトレパー

を持ち、『カチッ』と音がするま

で引き上げる。

確実にロックがかかり、八ンドルが下が

らなしヽことを確認してください。

可

ロ

2ロ

手元ロックスライダ
ーを矢

印方向にスライ ドする。

ロックが解除されます。

自動フックを引き上げて

はすす。

1
手元ロック
スライダー

…

手元ロック
スライタ一`

自動フック

<3面 折り>

0コ
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Aン ドルグリップを握り、折

りたたまれているベビーカー

を開く。

・右図の状態を2画折りとしヽしヽます。
・ベビーカーを開しヽた状態で、腰ベル ト

がはみ出したり開閉ロックに引つか

かつてしヽるときは、ベル トを着脱シー

トの内側に引つぱつてくださしヽ。

八ンドル
グリップ

<2面 折り>

折りたたみレパーを引き上

げながら、Aン ドルグリッ

プを持ち上げる。

ベビーカーが完全に開き、自立ス

タンドが収納されます。

ベビーカーを地面につけた状態から折り

たたみレパーを握り操作してくださしヽ。

ベビーカーを持ち上げた状態では折りた

たみレバーを握つても開かなしヽおそれが

あります。

芋元ロックスライダーを元に戻

し、ロックする。
←

●
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ストッパーの便いかた

△
警
告

・ストッパーを過信しないでください。ストッパーをかけていても動き出したり、転倒するおそれがあります。
・乳幼児を乗せたままベビーカーから離れないでください。また、ストッパーは左右ともかけて使用してくださ

い。ベビーカーが動き出したり転倒するおそれがあります。

△
注
意

空車であつても、ベビーカーから離れるときは必す左右ともストッパーのロックをかけてください。ストッパーの

回ックが不完全ですと動き出すことがあります。

ベビーカーを停止させているときには、必すストッパーのロックをかけてください。

屯

―

2.

左右後車輪のス トッパーを押し下げて

ロックする。

ベビーカーを軽く前後に動かして、ス

トッパーのロックがかかっていることを

確認する。

ロックを解除するときは、ストッパーを押
し上げる。

ストッパー

Aン ドルの切り替えかた

・乳幼児がアームレストに手をかけたまま八ンドルを切り替えますと、手や指をはさむおそれがあります。

必す手をかけていないことを確認してください。

会|・少苦対係穐擢署寵る予あ高毯製温ミ馨製構
状態で操作してください。Aン日レを下げた状態では、八

彊引 :者密皆J骨皆R言二宮:営暑3暑察:督信号]景:1控母楓Fうす
‐
を確認しながら、操作してください。

・車体を開いたりたたんだりするときには、八ンドルロックは操作しないでください。ベビーカーが故障するおそ

れがあります。

1口左右のAン ドルロックを上に引き

上げ、ロックを解除する。

2.Aン ドルを向きを変えた側のロッ

クピンにしつかりとロックする。

Aン ドルを切り替えた後、次の点を確認し

てください。

①左右の八ンドルロックがロックピンにか

かつてしヽる。

②八ンドルを上下させても動かなしヽ。

③着脱シートが背パイプと八ンドルパイプ

にはさみ込まれてしヽなしヽ。

八ンドルパイプ
(左右)

1
八ンドルロック

0 コ
コットコンパクトVV ECα BU‐720/EG BU-620

ロックピン



キャスターの便いかた

●キャスターを使用すると、平たんな路面では前輪の向きが変わり、方向転換がスムーズにでき

ます。

●キャスターを回ックすると、坂道や凸凹の購面で押しやすくなります。

△
注
意

。キャスターを回ックする位置を間違えて使用すると、押しづらいだけでなく故障の原因となります。

必す正しい位置で回ックしてください。
・このベビーカーはキャスターをロックしないと折りたためない構造になつています。

ベビーカーを折りたたむときは、必すキャスターを左右とも回ックしてください。

キ ャスター回ックレ

パーを下げ、ロックを

解除する。

坂道や凹凸のある踏面を押すときは、キャスターを

左右のキャスター

ロックレパーを上げ

てロックします。

ロックする車輪位置

は対面と背面では違

います。こ注意くだ

さい。

キャスター

回ックレバー

足のせパーは、お子さまが寝たときに、楽な姿勢にできます。

△
注
意

便用するときは、必すホックをとめてください。

破損やお子さまのけがの原因となります。 ＼
ホック

１

　

　

２

着脱シートを持ち上げ、座面の足の

せパーを引き出す。

着脱シートをのせ、ホックをとめる。

着脱シートのホックをはすし、足のせパーを

座面の中に押し込む。

着脱シート
(裏側)

足のせバー

足のせパーの使いかた

0コ
コットン し 剛 EGα Bけ フ2WEG Bじ 620



フロントガードの使いかた

△
警
告

・フロントガードに関係なく、乳幼児を乗せるときには必すシ
ートベルトを締めてください。フロントガードは子し

幼児の抜け出しや立ち上がりを防止するものではありません。
・ガードボタンは乳幼児には操作させないでください。落下などのおそれがあります。

△
注
意

・フロントガードの片側をはすした状態でフロントガードを引つばつて使用したり、応、りまわしたりしないでくだ

さい。破損や乳幼児のけがの原因となります。
・フロントガードには過度の力を加えないでください。また、必要以上に広げたりしないでください。故障や破損

の原因となります。
・フ回ントガードをつかんでベビーカーを持ち運ばないでください。手がすべつたり、フロントガ

ードが抜け落ち

る可能性があります。

お子さまの乗せ降ろし時にフロントガ
ードを開くと、足などが引つかかりません。

2つのガードボタンを矢印方

向に押しながら、

フロントガー ドを上に引き

抜く。

１

　

　

２

フロントガード

ガードボタン

手をはなすと、フロントガード

は自然に下がります。

フロントガードの開閉ができるのは正面

から見て左側だけです。

閉じるときは、フロントガード

をフロントガード用突起に含わ

せて上から押し込む。

フロントガード

フロントガー ド用突起

●  コ
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幌の使いかた

●幌を取り付けていても、ベビーカーはそのまま折りたたむことができます。折りたたむときは、

必す幌を後側にまとめてください。

●幌の取り付けかたについては、21ベ ージをご覧ください。

●幌のサイズを2段階に調節できます。

幌を前に広げ、ll■レパーの間接部

を押 し下げて幌の上のパックルを

とめる。

※イラストは、BU-620です。

幌の上のパ ックルをはす し、ll■の

根元をもつてさらに前に広げる。

このとき、幌の上のパックルがとまつて

しヽると、完全に広|ザることができませ

ん。

※イラスト|よ、BU-620です。

左右の幌レパーの関節部を引き上

げ、幌を後側にまとめる。

※イラス トは、BU-620で す。

●   コ
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窓カパーを開けると、お子さまのようすを見ることができます。

サイ ドからの日差しが気になるときは、幌を小さ

しヽサイズにしてこ使用ください。

窓カパーの2個のホックを幌の

ホックにとめる。
窓カパーの2個のホックをはすす。

トップウィンドー

幌を大きなサイズにすると、通気窓(左右)として便用できます。

通気窓(左右)

0 コ
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エアースルー(背画通気窓)の使いかた

●ベビーカーの背面(ベースシート)には、暑い時期やムレるときなどにお子さまわ持快適に過ごせる

ようエアースルー(通気窓)が付いています。

1.背面のエアースルーカバーの2ヵ所

のホックをはすします。

2.カ パーを内側に巻いて、エアース

ルーの上首「ポケットに収納し、ファ

スナーを閉じます。

エアースルー (通気窓)
のカバー

エアースルー

(通気窓)

0コ
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シートベルト(股ベルト・腰ベルト・肩ベルト)の使いかた

△
警
告

・乳幼児を乗せたときは必すシートベルトを締めてください。締めすに乗せたり、ベルトの締めかたが不完全です

と、使用中に乳幼児が落ちるおそれがあります。また、シートベルトを締めていても、万
一の抜け出し、立ち上

がりには十分注意してください。
・シートベルトの長さは乳幼児の体に合わせて調節し、抜け出さないようにしつかりと締めてください。
・肩ベルトを差し込みパックルに取り付ける際に、左右のベルトを交差させないでください。乳幼児の首を圧迫す

るおそれがあります。

シートベルトとは、股ベルトと腰ベルト、肩ベルトの総称です。

■

― 肩ベルトを差し込みパックルの肩ベ

ルトフック(左右)に引つかける。

股ベルトを引き出し、パックルの左

右に腰ベルトの差し込みパックルを

差し込み、「カチッ」と首がすること

を確認する。

肩ベルト、腰ベルトを引つばつて、

はすれないことを確認する。

差し込み   ド
ノミックル  腰 ベル ト

股ベルトのパックルボタンを押す。

お子さまをベビーカーに座らせ、お

子さまの肩に左右の肩ベルトを含わ

せる。

肩ベルトを差し込みパックルの肩ベ

Jレトフック(左右)に引つかけ、メドッ

クルの左右に腰ベル トの差し込み

パックルを差し込む。

・リクライエングを頻繁に任」したり起こしたりする月

齢期は、下の肩ベル ト通し穴を使用してくださしヽ。

・長さ調節時に差し込みバックルをはすしたときは、

「腰ベルトの差し込みパックルヘの取り付けかた」

(23ページ)をこ覧になり、確実に取り付けてくだ

さい。

取り付けかたが不完全ですと、使用中にベルトが抜

けるおそれがあります。

■

―

2.
2日

3日 肩ベル ト
、ヽ＼

肩ベル トフック

差し込み
ノヾックル

股ベル ト

ノミックル
ボタン

●  コ
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差し込みパックルの

ベル ト通し

(①⑤⑥)

1ロパックル裏側にあ

る腰ベル トを、ベ

ルト通し①からは

すす。

べ)レト

2.腰ベル トを左右に 3.パ ックル表側にある

ひつぱり、ベルトの  腰 ベルトを、ベルト

長さを調節する。   通 し① から裏側に

通す。

ベルト

1判

腰ベルトの長さ|よ、ベ

ル トの端が3cm以 上

残るように調節してく

ださしヽ。

通し① 通し①通し⑥

股ベルトの長さを調節するには、はじめに0調

節したい分の長さを引き出す。

長くするときには、のパックルを引つばり、短

くするときには、0ベ ルトの端を引つばる。

股ベル トは、取りはすしできません。

0短 くする

肩ベルトの長さを調節するには、はじめに0調

節したい分の長さを引き出す。

長くするときには、のの方向に引つぱり、短く

するときには、0の 方向にを引つぱる。

※ラダーは肩ベルトから、取りはすしできません。

肩ベルト

ラダー

0短 くする

肩ベル ト先端

宮

号

●   コ
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リクライエングの使いかた

△
警
告

・乳幼児を乗せたままリクライエング操作する場合、背もたれを倒すときは必す肩ベルトをゆるめてから操作してください。

・リクライエング操作後は、シートベルトを適切な長さに調節してください。

△
注
意

・ベビーカーを押しながらリクライエング操作をしないでください。非常に危険です。
・乳幼児を乗せたままリクライエング操作するときは、急にリクライエング角度が変わらないように十分こ注意ください。
・乳幼児を乗せたまま背もたれを倒すときは、他方の手で乳幼児の体重を支えてください。
・お座りができない乳幼児の場合は、リクライエングを倒した状態でこ使用ください。
・リクライエングを一番倒した状態でも乳幼児が窮屈な場合は、リクライエングを中間位置まで起こしてこ使用ください。

ただし、この使用方法は寄りかかつてお座りができる乳幼児に限ります。

1 リ
クライエングを便うときは、片方の手でお子さまの体重を支える。

１

　

　

２

他方の芋で、リクライエングパッ

クルの中央 リングを引つばる。

リクライエングを倒す。

ヘッドレストが起きあがつてきます。

(ムービングヘッドガード機能)

リクライニングノミックル

ヘッドレストヘッドレス トの位置に頭がくるお子

さまの場合には、リクライエングを

任」したときに無理な姿勢になります

ので、ヘッドレス トが起き上がらな

しヽ位置でとめてくださしヽ。

※お子さまを乗せたまま背もたれを倒すときは、必す肩ベルトをゆるめてから操作してください。

リクライエングを起こすときは、お

子さまの体重が背もたれにかかつて

いない状態で、リクライエングベル

トを左右に引つばる。

お子さまの体重を背もたれにかけたままで

は、起こすことができません。

●  コ
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折りたたみかた

△
注
意

・手元ロックスライダーは折りたたみ後、必すロックしてください。また、折りたたみ操作時以外は握らないでく

ださい。
・手元ロックスライダーをスライドさせすに折りたたみレバーを握らないでください。無理に握ると破損するおそ

れがあります。
。何かに引つかかつていたり、はさみ込まれている感じがあつた場合には、一度開いて原因を確認してください。

無理に折りたたむと破損するおそれがあります。
・折りたたむと自立スタンドが出ます。自立スタンドに無理な力をカロえたり、持ち運びの際にぶつけたり、引き

すつたりしないようにしてください。自立が不安定になつたり破損するおそれがあります。
・折りたたむ前に、買い物カゴに何も入つていないことを確認してください。ベビーカーの破損や荷物のつぶれの

原因となります。
・折りたたむ前に、幌が完全に折りたたまれていることを確認してください。幌の変形や破損の原因になります。
・八ンドルの高さ調節は、車体を3面折りにした状態で行つてください。車体を開いたままや、2面折りの状態で

高さ調節をすると、折りたたみレパーが故障するおそれがあります。

●幌を取り付けていても、ベビーカーはそのまま折りたたむことができます。折りたたむとき

は、必す幌を後側にまとめてください。

●本ベビーカーは、2面折りの状態でもロックがかかります。

Aン ド,レを背面位置にする。(「Aン ドルの切り替えかた」8ベージをご覧ください)

キャスターを回ックし、幌をた

たむ。(「幌の使いかた」11ベージを

ご覧ください)

このとき、キャスターの向きは図のよ

うにします。

キャスターロックレノミー

●   コ
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手元ロックスライダーをスライ

ドして、ロックを解除する。

→

この位置で解除

2面折りにするには、折り

たたみレパーを引き上げな

がら、後車輪を支点にして

矢印方向に倒す。

舎1緊を督暦魯魯:奄雷岳][[暑:暑
さい。

<2面 折り>

3面 折 りにするには、折りたた

みレパーから手をはなし、左右

のAン ドルグリップを逆手で持

ち、内側にたたむ。

必す自動フックがかかったかを、確認
してくださしヽ。

フックがかかりにくしヽ場合は、右図の八

ンドルパイプの(1lil)部分を持つて再度、

折りたたんでくださしヽ。

<3面 折り>

0コ
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3面 折リコンパクトにするに

は、両手で左右のコンパクトレ

パーを引き上げながら、Aン ド

ルを下げる。

コンノ《クト
レバー

<3面 折リコンパクト>

手元ロックスライダーをスライ

ドして、ロックする。

・2画折り、3面折り、3面折リコンパク

ト、どの状態でも、必す手元ロックス

ライダーをロックしてくださしヽ。
・スムーズに折りたためなしヽときは、リ

クライエングを仁」した状態で折りたた

んでくださしヽ。それでも折りたたみに

くいときに|よ、バックルをはすして折

りたたんでくださしヽ。
・折りたたむときに着脱シー トやシー ト

ベル トをはさみ込むと、折りたためま

せん。無理に力を加えす、しヽつたん開

き、十よさみ込んでしヽるものをはすして

くださしヽ。

0  コ
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ショルダーストラップの使いかた

ショルダーストラップは、ベビーカーを手軽に持ち運べるよう、折

りたたんだ状態で肩からかけるためのベル トです。

馨ilに最慾C喜ぞ湛言ふF経≧翁憲ご氾覇雪療雰百尋墨高垢思を箕孫霧ぢ警事F
△
注
意

混雑した場所でベビーカーを肩にかけることは、他人の迷惑になることがあ

りますので、ショルダーストラップは使用しないでください。

1衛宝瓦屯寵府1監てぉきま帆
詳しくは、「幌の取り付けかた、はすしかた」

(21ページ)をこ覧くださしヽ。

ショルダーストラップの下端のベル
トをベースシート裏側の固定ベルト
(2カ所)に通し、パックルでとめる。

ショルダー

ストラップ

ショルダーストラップの両端の2本の
ベルトを、ねじれないように背パイ
プのベル ト通し(2ヵ所)※に通し、
ホックでとめる。

ホック (左右)

三角バックル

ノヾック)レ

シ∃ルダーストラップ|よ、文字の

プリントされてしヽる面が表です。

口　

　

け一たたむ。加

口
り

幌

一４
”

ショルダース トラップの長

さをパックルで調節する。

ストラップを短くするには、
バックルを持つてベルトを0の
方向に引きます。

ス トラップを長くするには、

バックルを持つてベルトをのの
方向に引きます。

ノミック)レ

ベビーカーを肩に

かける。

ショルダース トラップを収

納するときは、三角バック

ルを買しヽ物カゴの上端には

さんでくださしヽ。

買しヽ物カゴ 三 角バックル

固定ベルト ブヾックル

ベルト通し

赤しヽベルト

鋭

の  二
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部品の取り付けかた 。はすしかた

△
注
意

保管の際には、幌の変形を防ぐため、横向きに寝かせたり、上に荷

物を重ねたりしないでください。また、高温になる場所での保管も

おやめください。

3日

4.

5日

屯

―

2.

Aン ドルを対面位置にする。

詳しく|よ、「八ンドルの切り替えか

た」(8ページ)をこ覧くださしヽ。

背もたれを1番下まで倒す。

詳しくは、「リクライエングの使しヽ

かた」(16ページ)をこ覧くださしヽ。

幌の前後を確かめて、幌ジョイントを幌ホ

ルダーにしつかり差し込む。

幌内側の左右告11回のホックを背パイプにと

める。

幌の後部にある21回のホックをとめる。

幌ジョイント

幌ホルダー

5        ホ ック

幌の後部にある2個 のホックと

幌内側の左右告1個のホックを

本体からはすし、幌ジョイント

の下端をつまみながら、引き抜

く。 ジ∃イント

0  コ
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屯

― ガードボタンを押して、フロ

ントガードをはすす。

フロントガードからガードカ

パーをはすす。

△
注
意

・5kg以 上の荷物はのせないでください。破損の原因となります。
・角のとがつたものや、カゴからはみ出す容積の大きいものは入れないでください。カゴの変形および破れの原因

となります。
・ベビーカーを折りたたむときは、荷物を取り出してください。ベビ

ーカーの破損や荷物のつぶれの原因になります。

※荷物 について 0で きるだけカゴ底に均等に荷重がカロわるように乗せてください。

●荷物の出し入れには、カゴ側面のフアスナーを開けると便利です。

1.力 」
｀
後部左右の回定用ベルト

を、アームレスト後部の左右

のベルト通しに通し、ホック

でとめる。

2.カ ゴ前部左右の回定用ベルト

を、着脱シート側部の左右ア

ルミフレームにホックでとめ

る。

2.

、フロントガード

ガードカバー

アルミフレーム

の
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※阻 レトの着脱シートヘの取り付け」については、29、 30ベ ージの判順「1」と「5」をご覧ください。

差し込みパックルの
ベルト通し(①③⑥)

通し①

△
注
意

差し込みパックルヘの取り付けかたが、不完全です

と、使用中にベルトが抜けるおそれがあります。

確実に取り付けられていることを確認してから、使

用してください。

1.パックルのベルト通

し①に腰ベルトを通

す。このとき、腰ベ

ルトはパックルの裏

側から表側に向け

る。

ベル ト

2.パックル表側にある

腰ベルトを、ベルト

通し⑤ から裏側に

通す。

3.パックル裏側にある

腰ベルトを、ベルト

通し⑥ から表側に

通す。

4ロパックル表側にある

腰ベルトを、ベルト

通し①から裏側に通

す。(ベルト通し①

には腰ベルトが2重

に通ります)

ベルト

※腰ベルトの長さは、ベルトの端が3cm

以上残るように調節してください。

通し①

日
弛

ベルト通し①
ベルト通し⑥

肩ベルトは、ベースシート側の左右の
ベルト通し(●)に通し、着脱シート側
の左右のベルト通し穴(0)に通して、
取り付けます。

・肩ベルトをベースシートの肩ベルト通し(上)に通し

た場合、着脱シートの肩ベルト通し穴(上)に肩ベル

トを通してくださしヽ。また、肩ベルト通し(下)に通

した場合、着脱シートの肩ベルト通し穴(下)に肩ベ

ルトを通してくださしヽ。
・リクライエングを頻繁に任」したり起こしたりする月

齢期は、下の肩ベルト通し穴を使用してくださしヽ。

・肩ベルトは、注意ラベル側を表にして使用してくだ

さしヽ。

0肩ベルト通し穴(下)
着脱シー ト

肩ベル ト通し(上)

0肩ベルト通し穴(上)

の   コ
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●サポートクッションと着脱シートには、走行

中の揺Tlからお子さまを守る
“
エッグショッ

ク(α)パッド
"を
入れることができます。

●エッグショック(α)パッドは洗濯できません。

△
注
意

ヘッドサポートをご使用になられる場合、必すエッ

グショック(α)パッドを入れてこ使用ください。

裏側から出し入れする。

エッグショックαパッド
(裏倶」)

エッグショックαパッド
(表倶」)

※イラストは、BU―フ20

です。

お子さまの頭がヘッドレス トの位置までくるような

ときは、ヘッドサポー トをはすし、エッグショック(α)

パッドを着脱シー トに入れ替え、使用してくださしヽ。

着脱シートのヘッドレスト裏側にある

エッグショックパッド用のポケットに

出し入れする。

※イラストは、BU-620

です。

0 コ
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そ
の
他

より大きい場合

…ボディーサポー トで体をサ

ポー トすることができなしヽ

ので、ボディーサポー ト|よ

使用しなしヽでくださしヽ。

・ヘッドサポートをご使用になられる場合、必すエッグショック(α)パッドを入れてこ使用ください。

△ |・リクライ
エングを起こした状態で使用する際、お子さまの頭がヘッドレストの位置にくる場合には、ヘッドサポ

ー

注 | 卜 を使用しないでください。

意 |・や8 れヽやほつれの発生したサポ
ー トクッション1よそのまま使用しないでください。中のクッション材をお子さま

が飲み込んだり、サポートクッション本来の機能がはたせなくなるおそれがあります。

●サポートクッション(ヘッドサポート十ボディーサポート)は、お子さまの体格にあわせた取付位

置でお便いください。

ヘッドサポートの取付位置の目安 ボディーサポートの取付位置の目安

ヘッドサポー トは、お子さまの首のあ  ボ ディーサポ
ー トは、お子さまの体の脇にクッションの

たりにクッションが当たるように取り 凸 部がくるように取り付|ナてくださしヽ。

付けてくださしヽ。           ボ ディーサポー トは、お子さまの体格にあわせて上下2段

階で使用できます。

●体格の小さなお子さま   ● 体格の大きなお子さま

1.ヘ ッドサポー トにボディーサポー ト

を取り付ける(BUロフ20の み)

お子さまの体にあわせ、ヘッドサポー

ト裏倶」のホックにボディーサポートを

取り付ける。

●お子さまの体がボディーサポートの凸部内幅

ボディーサポート

(表側)

ボディー ポートの凸部 ↑
上のホックに取り付け

ボディー ポートの凸部↑
下のホックに取り付け

0  コ
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2.サ ポートクッションを着脱シートに

取り付ける。

サポートクッシヨンベルトの画フアス

ナー① を、着脱シート中央にあるサ
ポートクッション通し穴(上下2カ所)内
側下の画フアスナー⑤ (上下2カ所)に
取り付ける。

ヘッドサポート
通し穴

ヘッドサポートベルト

(画ファスナー付)(D

サポート
クッション

③
画フアスナー

(シート内倶」)

肩ベルトをボディーサポートの肩ベ

ルト通しに通す。(BU。フ20の み)

●サポー トクッションを取り付けにくい場合

…着脱シー ト上部のカバーのホック(2カ所)を
ベースシー トの裏か馴ますし、着脱シー トの

裏倶」が見えるようにします。

サポートクッシ∃ンベルトの画ファスナー①
を、サポートクッション通し穴に通し、画
ファスナー⑤に取り付|ナてくださしヽ。

着脱シー ト

上部カバー

画フアスナー⑤

3日

サポートクッション
ベルトの画フアスナー①

の  コ
コットコンノ〔クトW EGα  BU―フ20/EG BU-620



股ベルトにパックルを付けたまま、カ

パーの内側を通す。

●サポートクッションを使用されている場合は、

1白パツクルボタンを押して、パックル

から差し込みパックルをはすす。

股ベル トの
カバー

取りはすしてください。

2.差 し込みパックルの肩ベル トフック

(左右)から、肩ベル トをはすす。

※着脱シー トについて

お子さまの服や靴に面フアスナーが付いている場合は、シートに面フアスナーが付着しないように気をつけてください。

メッシュ生地に引つかけて傷つけるおそれがあります。

△
注
意

・着脱シートを取りはすしたまま乳幼児を乗せないでください。すき間に手や足をはさむおそれがあります。
・やぶれやほつれの発生した着脱シートはそのまま使用しないでください。中のワタをお子さまが飲み込んだり、

着脱シート本来の機能が果たせなくなるおそれがあります。
・着脱シートを取り付ける際に、フアスナー、ホック類を確実にセットしてください。取り付けが不完全ですとケ

ガや破れなどの原因となります。

差し込みパックル

バックルボタン

肩ベルトフック

0  コ
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4.

3日腰ベルトから差し込みパックルをは

すし、本体から腰ベルトを引き抜く。

着脱シー ト先端内側にあるホック

(3ヵ所)を足のせパーとベースシー

ト裏側からはすす。

着脱シート先端のホック

着脱シートから股ベルトのパックル

を引き抜く。

6.●背パイプ左右4ヵ所のホックをは
すし、0着 脱シート上部カパーの
ホック(2カ所)をベースシートの裏

からはすす。

7。●着脱シートとベースシートをとめ
ているホック(左右2ヵ 所)をはす

し、の肩ベルトを着脱シートから引
き抜く。       a百 べH′に

88着脱シートとベースシートの座面を

とめているフアスナーをはすす。

5.

0肩 ベルト

ベースシート

着脱シー ト

股ベル ト

の  コ
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1ロベビーカー背面の座面部分の赤い

ベルト通し(●～0)に 腰ベルトを
通す。

ベルト通し● ベルト通しの ベルト通し0

着脱シートとベースシートの座面を

ファスナーでとめる。

3日●肩ベルトを、ベースシート側の肩
ベルト通しと着脱シート側の肩ベル

ト通し穴に通し、肩ベルトの先端を

着脱シートの表側に引き出す。

0着脱シートをベースシートにホッ
ク(2カ所)でとめる。

詳しくは、「肩ベルトの取り付けかた」(23ペー

ジ)をこ覧くださしヽ。

4.●背パイプ左右4ヵ所のホックをと
め、0着 脱シート上部カパーの
ホック(2ヵ所)をベースシート裏で

とめる。

2日

●肩ベルト

ベースシート

着脱シー ト

(1【)コ ットン し 削 EGα Bじ 72WEG Bじ 620



】要ハWレト

9.6ロ

5B着脱シートの表側に、腰ベルトと股
ベルトを引き出す。

左右の差し込みパックルに腰ベルト

を取り付ける。

肩ベルトを差し込みパックルの肩ベ

,レトフック(左右)に弓|つかける。

詳しく|よ、「シートベルトの取り付けかた」(23
ページ)をこ覧くださしヽ。

8.差 し込み′ヾックルをパックルに差し

込む。

ブミック) レ

着脱シー ト先端内側にあるホック

(3ヵ所)を足のせパーとベースシー

ト裏側にとめる。

着脱シート先端のホック

7.

差し込みパックル

差し込みパックル

届ベルトフック

(31)コ
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日常のお手入れ

そ
の
他

●着脱シー トの洗濯

着脱シー トは丸洗して きますが、以下の点にこ注

意くださしヽ。

・着脱シー トの洗濯表示にしたがつて洗濯してくだ

さしヽ。

・通常の洗濯用洗斉」が使用できますが、漂白斉」や漂

白斉」入りの洗斉」は使えません。使用する洗斉」の注

意書きもよくお読みくださしヽ。

・長時間つけ置きせす、短時間で洗しヽ上げてくださ

しヽ。色落ちの原因となります。

・十分にすすぎ、軽く脱水した後、形をととのえて

平干ししてくださしヽ。

・乾燥機の使用や ドライクリーニングはできませ

ん。

● サポー トクッション、肩ベル ト、股ベル トカ

パー、腰ベル ト、ガ
ー ドカパーの洗濯

●40℃ 以下の液温で手洗しヽしてくださしヽ。

・サポー トクッションや股ベル トカバーを手洗いす

る場合、きつしヽもみ洗しヽ|よしなしヽでくださしヽ。

・ 十分にすすぎ、軽く脱水した後、形をととのえ

て、陰干ししてください。

● 幌、買い物カゴの洗濯

・幌や買い物カゴは液中につけす、40℃ 以下の液

温の洗斉」をつけたブラシやスポンジなどを使用し

て、汚れをほ、き取つてくださしヽ。

・幌のプラスチック部分やカゴのホックなどでケガ

をしなしヽように注意してくださしヽ。

・洗斉」を使用して汚れを取つた後は、水を含ませた

布やスポンジで洗斉」分が残らなしヽように数回8 きヽ

取つてくださしヽ。

・乾かすとき|よ、乾いた布で水分を拭き取り、陰干

ししてくださしヽ。

※製品の特性上、若〒色あせすることがあります。

※洗濯の際は、天然脂肪酸をベースとした成分で、蛍光

斉」・漂白斉」・酸素などを含まなしヽ「コンビおむつ肌着洗

しヽ」をおすすめします。また、快適にお使しヽしヽただくた

めに、こまめに洗濯することをおすすめします。

※保管状態により、カビが発生することがあります。こま

めに洗濯をし、清潔に保つように心がけてくださしヽ。

●「エッグショックメヾッド」は洗濯できません。
※ 「エッグシ∃ックαパッド」につしヽても同様です。

△
注
意

車体の清掃には中性洗斉」以外は使用しないでくだ

さい。部品の変質、劣化の原因となります。

●車輪やプラスチック部品および金属部品の汚れ

|よ、水を含ませよくしぼつた布で8 きヽ取ります。

汚れがひどいときは、薄めた中性洗斉」を含んだ布

で8、しヽた後、水を含ませよくしぼつた布でなヽき取

り洗斉」分が残らなしヽようにします。

△
注
意

お子さまがなめる可能性の高いフロントガード、

アームレストなどには油が付着しないようこ注意

ください。

● きしみが発生したり、作動が鈍くなつて注油が必

要と思われる場合|よ、必す潤滑油を少量、注油し

てくださしヽ。

注油するとき|よ、注油箇所の泥や汚れをあらかじ

めふき取つてくださしヽ。また、注油量が多すぎる

と、ほこりが付きやすく、かえつて機能を低下さ

せます。

●下に示す箇所には注油しないでください。作動不

良を起こす原因となります。

手元操作部

X
シートベルト
のパックル

フロント
ガードの
取り付|ナ音呂
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保管のしかた

△
注
意

火の近くや夏季の車内など高温になる場所での保

管は避けてください。また荷物を重ねたり、圧力

が加わるような状態で保管しないでください。故

障や変形の原因となります。

0こ 使用中に車体の破損、異常、ネジのゆるみや

シー トおよびシー トベル トにやぶれ ・ほつれなど

が発生した場合や、部品の交換または修理が必要

な箇所を発見した場合、ただちに使用を中止して

当社コンシューマープラザにこ連絡くださしヽ。

そのまま使用しますと、重大な事故につながるお

それがあります。

お問しヽ合わせの際|よ、後】去l後倶」に貼つてあるシー

ルをこ覧になつて機種名 ・ロットNoを お知らせく

ださしヽ。

●ネジ類のゆるみ、部品の欠損および作動不良など

の異常がなしヽか適時点検してくださしヽ。

●危険ですからむやみに改造や分解はしないでくだ

さしヽ。

●お手入れの際に取りはすした商品は、本書をよく

読み正しく取り付けてくださしヽ。取りはすしたま

まですとお子さまが危険です。

●直射国光を避|サ、湿気が少なく雨やほこりがかか

らなしヽ場所に立てて保管してくださしヽ。

屋夕+で保管する場合|よカバーをかけることをおす

すめします。

●車の トランクに入れて運8 場ヽ合|よ、買しヽ物カゴを

下にして寝かせてくださしヽ。

●本製品の修理/部 品販売の際|よ、まつたく同じ部

品がなしヽ場合があり、色や仕様が若干異なること

がありますので、あらかじめこ了承くださしヽ。

製品使用上十よ差しつかえありません。

コンシューマープラザ

(Customer Service Center)

〒339-0025 埼 玉県さしヽたま市岩槻区釣上新田271

TELl(048)797-1000

FAX.(048)798-6109

コンシューマープラザ

(Customer Serwice Center)/西 日本担当

〒550-0014 大 阪府大阪市西区北堀江1-1-18

TEL,(06)6536-0456

FAX.(06)6536-4468

点検とアフターサービスについて

廃棄方法について

●お住ましヽの各自治体の指示に従しヽ、処分 ・廃棄し

てください。

●地球環境のため、放置|よしなしヽでくださしヽ。

SGマ ークが表示されたベビーカーを、消費者の皆さま

が正常に使用していたとき、製品の欠陥により万一事故

が発生し、赤ちゃんが損害を被つた場合は、「製品安全

協会」がその損害を賠償いたします。

ただし、お買い上げ日より3年以内です。

●賠償についてのこ注意

・認定したベビーカーそのものが故障したとしても、そ

の品質について保証するというものではありません。

あくまでも傷害などの身体的な損害について賠1賞する

制度です。
・賠償金は製品安全協会がそれぞれ実情をよく調査し

て、実損を補填する妥当な額をお支払いすることにな

ります。

●賠償金の請求について

損害を被つた消費者(赤ちゃんなどの場合は保護者でもよ

い)が賠償金を請求するときは、別欄の項目を事故が発生

した日から60日 以内に下記の協会または、協会が指定す

るところに属けてください。

製品安全協会 東 京都中央区日本橋本町1‐5‐9 共 同ビルフF
そ
の
他

TEL.(03)5255-3631

●事故賠償に必要な項目

①事故の原因となつたベビーカーの現品

イ)製品の名称、SG番 号 回 )製品の購入先、購入年月日

②事故発生の状況

イ)事故発生年月日 回 )事故発生場所 八 )事故発生状況

③被害の‖犬況

イ)被害者の氏名、年齢、性別、職業、住所

回)被害の状況と程度(医師の証明書)
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